　動物を扱ったテレビ番組でよく紹介される鳥に、ニワシドリの仲間がいる。名前どおり「庭師」のように木の枝などを使って、あるものはクリスマスツリーのような、またあるものはかごのような造形物を作り上げる鳥である。
　そのニワシドリの仲間のうちでも、アオアズマヤドリは人気の高い鳥である。かごのようなＵ字型の造形物を作るが、その周囲をほかの鳥の青い羽や花びら、木の実などさまざまなもので飾り付けるのである。それは、まるで若い女性がお化粧をしたりファッションに気を配ったりするような熱心さで行なわれる。しかし、アオアズマヤドリの場合、造形物を作り上げるのはすべてオスなのだ。しかも、この造形物はメスを迎えるための住居ではなく、その意味では実用的ではない。では、なぜこのような造形物を熱心に作るのかというと、この造形物のできばえによってメスを獲得できるからなのだそうだ。メスはじっくりとオスの作品をチェックし、気に入らなければそのまま去っていく。メスに気に入られるような造形物を作る能力のあるオスのみが、子孫を残せるというわけだ。
　人間の世界でも、最近、男の化粧というものが取り上げられるようになってきた。若い世代では、男性でも眉を整えたり、ワックスで流行の髪型に整えたりすることは珍しいことではなくなっている。人の第一印象というものはほぼ見た目で決まってしまうので、男性女性にかかわらず、他人に好印象を与えるために見た目を整えることはたしかに重要だろう。

　最近、若い世代で結婚しようとしない人が増えている。特に男性の結婚難が伝えられていて、男性のためのお見合い教室など、話題の作り方、見た目の整え方などを教えてくれる場もできている。以前から結婚したい男性の条件として高収入、高身長、高学歴と言われた「３高」に加えて、化粧のテクニックも必要な時代になるのかもしれない。

